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刊
行
に
あ
た
っ
て

　
日
本
で
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー（
国
家
代
表
通
信
社
）と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
同
盟
通
信
社
は
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
の
敗
戦
後
間
も
な
く
自
主
解

散
し
、
約
10
年
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の
仕
事
は
共
同
・
時
事
両
通
信
社

に
継
承
さ
れ
た
が
、
47
年
に
同
盟
通
信
出
身
者
を
中
心
と
す
る
財
団
法
人
通
信
社
史
刊

行
会
が
設
立
さ
れ
、
約
11
年
の
歳
月
を
か
け
て
１
０
０
０
㌻
に
及
ぶ『
通
信
社
史
』を

編
さ
ん
し
た
。
第
二
代
同
盟
社
長
の
古
野
伊
之
助
氏
は
同
書
の
序
文
で「
過
去
70
年
に

な
ん
な
ん
と
す
る
わ
が
国
新
聞
通
信
界
の
苦
闘
と
生
長
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
社

会
的
背
景
と
内
的
指
導
精
神
を
究
明
し
て
将
来
の
参
考
に
資
す
る
」と
記
し
た
。

新
聞
通
信
調
査
会
は
60
年
、
こ
の
通
信
社
史
刊
行
会
を
改
称
し
て
発
足
、
２
０
０
９

年
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
。
正
史
と
も
い
え
る『
通
信
社
史
』刊
行
後
、
同
盟

の
元
職
員
か
ら
取
材
の
生
々
し
い
記
憶
や
先
輩
、
後
輩
、
同
僚
の
思
い
出
、
職
場
の
雰

囲
気
を
伝
え
る
声
を
盛
り
込
ん
だ『
通
信
社
史
』続
編
の
刊
行
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

た
。
そ
の
声
を
受
け
て
62
年
ご
ろ
か
ら
新
聞
通
信
調
査
会
は
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

同
盟
元
職
員
に
よ
る
座
談
会
を
精
力
的
に
開
催
、
手
記
執
筆
も
依
頼
す
る
な
ど
63
年
末

の
刊
行
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
作
業
は
遅
れ
、
結
局
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
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の
事
情
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。

続
編
編
集
作
業
で
は
大
量
の
座
談
会
速
記
録
と
手
記
原
稿
が
残
さ
れ
た
。
速
記
録
と

原
稿
は
未
編
集
の
ま
ま
タ
イ
プ
さ
れ
、「
報
道
報
国
の
旗
の
下
に
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

付
け
ら
れ
、
１
部
だ
け
が
綴
じ
ら
れ
て
新
聞
通
信
調
査
会
の
事
務
所
に
保
管
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
速
記
録
と
原
稿
を
編
集
し
、
63
年
に
創
刊
し
た
月
刊
の
会
報
誌「
新
聞
通
信

調
査
会
報
」（
そ
の
後
、
現
在
の「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」に
改
称
）に
掲
載
さ
れ
た
同
盟
元
職
員
の

手
記
な
ど
を
加
え
て
時
系
列
に
ま
と
め
た
の
が
今
回
刊
行
し
た『
証
言 

通
信
社
史
』で

あ
る
。
内
容
は
①
国
際
と
東
方
の
時
代
②
聯
合
の
時
代
③
満
州
国
通
信
社
④
同
盟
発
足

と
日
中
戦
争
⑤
太
平
洋
戦
争
下
の
同
盟
⑥
敗
戦
前
後
と
引
き
揚
げ
⑦
通
信
社
の
技
術
⑧

同
盟
解
散
―
の
８
章
で
構
成
さ
れ
る
。

『
証
言 

通
信
社
史
』は
、
正
史
に
対
し
て
い
わ
ば
現
場
の
肉
声
で
あ
り
、
国
家
代
表

通
信
社
と
し
て
の
同
盟
発
足
ま
で
と
、
発
足
か
ら
解
散
ま
で
の
裏
面
史
と
位
置
付
け
ら

れ
よ
う
。
新
聞
通
信
調
査
会
は
70
年
に
伝
記『
古
野
伊
之
助
』を
、
ま
た
２
０
０
９
年

に
は『
岐
路
に
立
つ
通
信
社
』を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
合
わ
せ
て
、
日

本
の
通
信
社
に
関
す
る
記
録
保
存
事
業
は
ひ
と
ま
ず
完
結
す
る
。
18
年
に
は
新
聞
通
信

調
査
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
開
設
、
同
盟
通
信
の
活
動
は
今

回
の『
証
言 

通
信
社
史
』を
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ

ア
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
有
意
義
だ
と
思
う
。

『
通
信
社
史
』も『
証
言 

通
信
社
史
』も
、
戦
時
下
の
同
盟
通
信
の
活
動
に
肯
定
的
な

ト
ー
ン
は
共
通
し
て
い
る
。
同
盟
出
身
者
の
手
に
な
る
社
史
で
あ
り
、
証
言
、
回
想
記
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で
あ
る
以
上
や
む
を
得
な
い
面
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
同
盟
の
活
動
時
期
は
戦
時
下

で
あ
る
。
平
時
に
比
べ
れ
ば
権
力
と
の
間
合
い
が
難
し
い
。
そ
れ
は
通
信
社
に
限
ら
ず
、

新
聞
社
も
同
様
だ
っ
た
。
戦
争
の
反
省
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ

て
国
民
に
余
裕
が
で
き
、
さ
ら
に
東
西
冷
戦
が
終
結
し
て
か
ら
の
よ
う
に
思
う
。
と
は

言
え
、
同
盟
通
信
の
活
動
に
反
省
の
必
要
が
な
い
と
言
う
つ
も
り
は
全
く
な
い
。

初
代
社
長
の
岩
永
裕
吉
氏
、
そ
し
て
古
野
氏
が
同
盟
の
モ
デ
ル
と
し
た
米
国
の
Ａ
Ｐ

通
信
は
07
年
に『
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
～
Ａ
Ｐ
通
信
社
報
道
の
歴
史
』（
邦
訳
は
11

年
に
新
聞
通
信
調
査
会
が
刊
行
）を
出
版
し
た
。
序
の
中
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の

サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）特
派
員
だ
っ
た
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
氏
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
を
振
り
返
り「（
Ａ
Ｐ
の
サ
イ
ゴ
ン
）支
局
は
最
初
か
ら
、
い
わ
ゆ
る『
チ
ー
ム

の
一
員
』で
は
な
か
っ
た
」と
書
い
て
い
る
。「
チ
ー
ム
の
一
員
」と
は
米
政
府
当
局
が
メ

デ
ィ
ア
に
要
請
し
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
時
代
に
は
差
が
あ
る
が
、
翻
っ
て
同
盟
通
信

は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。『
岐
路
に
立
つ
通
信
社
』の
序
文
で
、
当
時
の
理
事
長
・

前
田
耕
一
氏
は「
同
盟
時
代
の
権
力
と
の
距
離
感
の
な
さ
が
招
い
た
事
態
に
思
い
を
致

し
、
通
信
社
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
衰
退
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
戒
め
て
い
る
。

中
村
草
田
男
が「
降
る
雪
や　

明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」と
詠
ん
だ
の
は
昭
和
６

年
。
明
治
が
終
わ
っ
て
か
ら
20
年
ほ
ど
だ
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
昭
和
は
、
わ
け
て
も

戦
前
は
ず
っ
と
遠
く
に
な
っ
た
。『
証
言 

通
信
社
史
』に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
の
メ
ン

バ
ー
や
手
記
筆
者
の
多
く
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
。
同
盟
通
信
の
歴
史
に
は
欧
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米
の
通
信
社
と
伍
し
て
活
動
し
た「
光
」の
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦
局
の
悪
化
か

ら
敗
戦
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
な
ど
悲
惨
な「
影
」の
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
も
間
違

い
な
い
。
中
国
、
か
つ
て
の
満
州
、
東
南
ア
ジ
ア
、
欧
米
な
ど
海
外
に
駐
在
し
た
記
者

や
カ
メ
ラ
マ
ン
、
通
信
担
当
者
ら
の
証
言
、
ま
た
国
内
各
部
署
の
職
員
の
証
言
は
、
歴

史
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
ま
と
め
て
、
歴
史
の
風
化
に
歯

止
め
を
か
け
、
通
信
社
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
る
糧
と
し
た
い
。

本
書
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
共
同
・
時
事
両
通
信
社
の
Ｏ
Ｂ
で
委
員
会
を
設
置
し
、

宮
脇
英
朗
、
飯
岡
志
郎
、
松
本
紀
生
、
沼
田
清
、
信
太
謙
三
、
安
達
功
の
各
氏
に
は
多

大
な
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
中
で
も
編
集
長
と
し
て
編
集
作
業
を
統
括
し
た
宮
脇
氏
と
、

全
体
調
整
に
あ
た
っ
た
新
聞
通
信
調
査
会
の
米
山
司
理
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。

２
０
２
１
年
6
月　

公
益
財
団
法
人
新
聞
通
信
調
査
会
理
事
長　

西
沢　

豊
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出
典
、
編
集
・
表
記
基
準
に
つ
い
て

（
１
）出
典

本
書
に
収
録
し
た
座
談
会
や
手
記
・
談
話
、
会
議
録
な
ど
の
出
典
は
次
の
通
り
。
出
典
別
の
座
談
会
、
手

記
一
覧
表
は
巻
末
に
掲
載
し
た
。

「
報
道
報
国
の
旗
の
下
に
」（
新
聞
通
信
調
査
会
記
録
集
）

１
９
５
８
年
に『
通
信
社
史
』が
刊
行
さ
れ
た
後
、
同
盟
通
信
元
職
員
の
間
で
続
編
刊
行
を
求
め
る
声
が

高
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
聞
通
信
調
査
会
は
続
編（
仮
称『
続
・
通
信
社
史
』と
名
付
け
ら
れ
た
）刊
行
の
た
め

の
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
62
年
か
ら
65
年
ご
ろ
に
か
け
て
資
料
集
め
の
た
め
の
座
談
会
を
精
力
的
に
開

催
、
手
記
や
談
話
な
ど
も
収
集
し
た
。
し
か
し
、『
続
・
通
信
社
史
』刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
後
立
ち
消

え
と
な
り
、
座
談
会
の
速
記
録
や
手
記
、
談
話
の
原
稿
は
編
集
を
施
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、「
報
道
報
国
の

旗
の
下
に
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
多
く
が
未
公
開
の
ま
ま
新
聞
通
信
調
査
会
に
長
年
保
管
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
座
談
会
17
編
と
、
手
記
、
談
話
計
21
編
を
編
集
し
す
べ
て
収
録
し
た
。
こ
れ
が
本
書
の
中
核
を
成

し
て
い
る
。

「
新
聞
通
信
調
査
会
所
蔵
資
料
」

同
盟
の
理
事
会
、
社
員
総
会
速
記
録
、
古
野
伊
之
助
社
長
訓
示
の
計
５
編
は
、
新
聞
通
信
調
査
会
所
蔵
の

資
料
を
基
に
し
た
。

「
新
聞
通
信
調
査
会
報
」「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」

新
聞
通
信
調
査
会
が
63
年
１
月
に
創
刊
、
２
０
０
９
年
４
月
に「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」と
改
題
し
、
現
在
も

刊
行
を
続
け
て
い
る
月
刊
会
報
誌
。
創
刊
以
来
90
年
代
ご
ろ
ま
で
断
続
的
に
同
盟
元
職
員
の
回
想
録
を
掲
載
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し
て
お
り
、
そ
の
中
で
興
味
あ
る
計
２
１
２
編
を
選
び
再
録
し
た
。

「
同
盟
通
信
社
報
」

同
盟
の
社
内
報
は
36
年
11
月
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
、
44
年
３
月
発
行
の
78
号
ま
で
は
新
聞
通
信
調
査
会

が
所
蔵
し
て
い
る
。「
議
会
取
材
の
舞
台
裏
」と「
８
日
間
の
監
禁
生
活
～
開
戦
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
」の
２
編
を

選
び
、
い
ず
れ
も
第
４
章
に
収
録
し
た
。

「
南
船
北
馬
」

中
国
勤
務
の
経
験
が
あ
る
同
盟
元
職
員
で
構
成
す
る「
同
盟
・
中
国
の
会
」が
81
年
か
ら
88
年
に
か
け
て
毎

年
１
回
発
行
し
た
会
誌
。
同
盟
職
員
の
中
国
で
の
活
動
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
計
51
編
を
収
録
し
た
。

「
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
局
の
記
録
」

同
盟
の
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
管
内
に
勤
務
し
た
経
験
者
で
構
成
す
る「
マ
カ
ッ
サ
ル
会
」が
91
年
に
作
成
し
た

冊
子
。「
苦
難
と
危
機
を
乗
り
越
え
て
」と
い
う
副
題
が
、
そ
の
内
容
を
端
的
に
示
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も

計
７
編
を
収
録
し
た
。

「
太
平
」

45
年
11
月
、
時
事
通
信
発
足
と
と
も
に
同
社
が
発
刊
し
た
月
刊
総
合
雑
誌
。
47
年
３
月
号
で
廃
刊
。
時
事

の
記
者
が
多
く
の
記
事
を
執
筆
し
て
お
り
、
長
谷
川
才
次
氏
の「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
海
外
向
け
に
放
送
」

を
再
録
し
た
。

「
共
同
通
信
社
友
会
会
報
」

共
同
通
信
社
友
会
の
会
報
で
年
１
回
発
行
。
計
９
編
を
収
録
し
た
。

「
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」

「
時
事
通
信
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
」が
創
立
15
周
年
を
記
念
し
て
89
年
に
発
行
し
た
寄
稿
文
集
。
計
７
編
を
収
録
し

た
。「

日
本
航
空
史 

明
治
・
大
正
篇
」

国
際
通
信
社
北
京
支
局
主
任（
支
局
長
）だ
っ
た
古
野
伊
之
助
氏
が
21
年
に
書
い
た
航
空
試
乗
記
を
収
録
。
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（
２
）編
集
・
表
記
の
基
準

①
章
立
て

座
談
会
、
手
記
を
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
は
歴
代
通
信
社
が
創
立
さ
れ
た
年
代
順
を
原
則
に
章
を
立
て
、

各
章
で
は
国
内
、
国
外
ま
た
は
テ
ー
マ
ご
と
に
大
別
し
、
地
域
的
に
は
北
か
ら
南
へ
の
配
列
を
基
本
と
し
た
。

②
座
談
会

発
言
者
の
言
葉
遣
い
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
た
が
、
話
が
飛
ぶ
な
ど
し
て
理
解
が
困
難
な
場
合
や
、
年
月

や
場
所
な
ど
に
明
確
な
誤
り
や
勘
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
原
意
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
編
集
し
た
。
現
在
の

基
準
で
は
、
中
傷
や
差
別
と
も
受
け
取
れ
る〝
不
適
切
発
言
〟も
あ
る
が
、「
証
言
」と
し
て
記
録
に
残
す
た
め
、

言
い
換
え
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
。
個
人
や
組
織
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
に
つ
な
が
る
発
言
は
、
証
言
と
し
て
の
価
値

が
低
い
場
合
は
削
除
し
た
。　

「
報
道
報
国
の
旗
の
下
に
」の
座
談
会
速
記
録
に
は
出
席
者
の
役
職
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
読
者
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
語
ら
れ
る
テ
ー
マ
の
時
代
に
最
も
近
い
時
期
の
名
簿
な
ど
で
確
認
で
き
る
役
職
を
記
し
た
。

③
手
記
、
談
話

手
記
、
談
話
は
座
談
会
と
同
様
そ
の
ま
ま
の
収
録
を
原
則
と
し
、
修
正
が
必
要
な
場
合
は
、
座
談
会
と
同

じ
基
準
を
適
用
し
た
。
内
容
が
戦
後
の
共
同
・
時
事
時
代
に
及
ぶ
場
合
は
、
適
宜
省
略
し
た
。

④
解
説

刊
行
に
当
た
っ
て
編
集
委
員
が
書
き
下
ろ
し
た
。

⑤
編
集
者
注

新
聞
社
、
通
信
社
の
社
内
用
語
、
歴
史
的
な
事
象
、
事
件
な
ど
に
は
番
号
を
振
っ
た
上
で
第
８
章
の
後
に

簡
単
な
注
釈
を
掲
載
し
た
。

⑥
人
物
紹
介

座
談
会
出
席
者
、
手
記
執
筆
者
を
中
心
に
本
書
に
登
場
す
る
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
以
外
の
関
係

者
の
略
歴
な
ど
を
記
載
し
た「
人
物
紹
介
」を
第
８
章
の
後
に
掲
げ
た
。
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
は
、
新
聞
通
信

調
査
会
に
残
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
作
成
し
た
。
デ
ー
タ
が
十
分
で
は
な
く
、
経
歴
な
ど
は
判
明
部
分
だ
け

vii 出典、編集・表記基準について



を
記
載
し
た
。

⑦
表
記
の
基
準

用
字
用
語
や
地
名
、
人
名
の
表
記
は
、
共
同
通
信
社
編「
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
第
13
版
）」や
時
事
通
信
社

編「
最
新
・
用
字
用
語
ブ
ッ
ク（
第
７
版
）」に
準
拠
し
た
。
数
字
は
洋
数
字
を
原
則
と
し
た
。
引
用
文
中
の
旧

漢
字（
旧
字
体
）、
旧
仮
名
遣
い
は
原
則
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
基
準
と
は
異
な
っ
て
も
、
著
者
の
表
記
の
方
が

「
証
言
」と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
合
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
通
り
と
し
た
。
年
月
に
つ
い
て
は
筆
者
の
表
記
に

従
い
、
初
出
や
必
要
な
箇
所
に
、
和
暦
の
場
合
は
西
暦
、
西
暦
の
場
合
は
和
暦
を
補
っ
た
。

差
別
語
や
不
快
用
語
、
現
代
で
は
使
用
し
な
い
言
葉
は
、「
証
言
」と
し
て
不
可
欠
か
ど
う
か
を
慎
重
に
検

討
し
た
上
で
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
し
た
。「
支
那
」や「
支
那
人
」な
ど
は
、
現
在
で
は
言
い
換

え
対
象
の
表
現
だ
が
、
基
本
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
読
み
に
く
い
地
名
、
人
名
な
ど
に
は
判
明
し
た
範
囲
で

各
記
事
の
初
出
に
ル
ビ
を
振
っ
た
。

⑧
写
真
、
地
図

座
談
会
や
手
記
の
内
容
を
補
う
た
め
写
真
や
地
図
、
図
解
な
ど
を
付
け
た
。

⑨
索
引

巻
末
に
人
名
索
引
と
事
柄
索
引
を
掲
載
し
た
。

『
証
言 

通
信
社
史
』 

編
集
委
員
会

viii出典、編集・表記基準について
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